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主な内容
Ｐ２・３　特集　いつまでも自分らしく生活するために！
Ｐ４　　　活字文書読み上げ装置を配置しました！
　　　　　協働のまちづくりを進めるために
Ｐ５　　　市長偶感
　　　　　住宅リフォーム制度のご案内
Ｐ６　　　市民レポーター
　　　　　成人歯科健診を実施しています！
Ｐ７　　　税金は納期限内に納めましょう！
Ｐ８　　　エキストラ登録者を大募集！
　　　　　ポリオ予防接種が変わります
Ｐ９　　　学校どっとこむ
　　　　　敬老会にお越しください！

　　　　■編集・発行　羽生市役所　総務部秘書広報課　〒348‒8601　埼玉県羽生市東6丁目15番地　☎（048）561‒1121（代表）

羽生の身近な自然

ホテイアオイ（ミズアオイ科）

　

南
ア
メ
リ
カ
原
産
の
多
年
草
で
、浮
遊
水

草
で
あ
る
。根
元
か
ら
つ
る
枝
を
出
し
、次
々

と
子
株
を
作
り
、短
期
間
で
大
群
落
を
作
る
。

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
花
を
咲
か
せ
る
。

　

日
本
に
は
、明
治
時
代
に
観
賞
用
と
し
て

輸
入
さ
れ
、今
で
も
栽
培
さ
れ
て
い
る
が
、水

路
や
沼
で
増
え
す
ぎ
て
し
ま
い
問
題
に
な
っ

て
い
る
地
域
も
あ
る
。

　

市
内
で
は
、用
水
や
河
川
な
ど
で
見
か
け

る
。　

          

（
羽
生
の
自
然
を
楽
し
む
会
）

人口と世帯数（８月１日現在）

人　口 　　　56,492人　（△  80）
　男　 　　　28,219人　（△  63）
　女　 　　　28,273人　（△  17）
世帯数 　　　21,312世帯（△ 221）
出生（７月中）　　33人
死亡（ 〃　）　　50人

延ばそう“健康寿命”

　８月１日現在、65歳以上の高齢者人口は13,162人、高齢化率は23.3％となっている羽生市。実に
「市民の五人に一人以上が高齢者」という状況です。 
　そのような中、市内では年々、生活する上で介護や支援が必要となる方が増加しています。介護が
必要とならないよう早めに予防を始めて、いつまでも健康で自立して生活できる“健康寿命”を延ば
しましょう！
　介護予防のことなら、私たち“地域包括支援センター”へお気軽にご相談ください！（Ｐ２・３
「介護予防特集」へ続く）

介護予防の相談は、
地域包括支援センターへ!!

※ 住民基本台帳法の改正により、集計
方法が一部変更となりました。
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人
生
80
年
と
い
わ
れ
る
今
日
、

い
く
つ
に
な
っ
て
も
生

き
が
い
を
も
ち
、
自
分
ら
し
く

生
活
す
る
こ
と
は
、
多
く
の
人

の
願
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

心
も
体
も
で
き
る
だ
け
長
く
健

康
を
保
ち
続
け
る
こ
と
が
何
よ

り
も
重
要
で
す
。

最
近
は
、
元
気
で
活
動
的
な

高
齢
者
の
方
も
多
く
な
っ

て
お
り
、
「
介
護
や
支
援
の
話

な
ど
、
自
分
に
は
ま
だ
関
係
な

い
！
」
と
思
っ
て
い
る
方
も

多
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
高

齢
化
が
進
む
中
で
、
介
護
が
必

要
と
な
る
方
だ
け
で
な
く
、
家

事
や
身
の
周
り
の
支
度
な
ど
を

自
分
で
行
う
の
が
難
し
く
な
り
、

日
常
生
活
の
中
で
少
し
支
援
を

必
要
と
す
る
方
も
増
え
て
い
ま

す
。
何
ら
か
の
き
っ
か
け
で
体

を
動
か
す
機
会
が
減
り
、
体
を

動
か
さ
な
い
状
態
が
続
く
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
の
日

常
生
活
が
送
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
う
可
能
性
は
誰
に
で
も
あ
り

ま
す
。

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
い
生

活
が
で
き
る
よ
う
に
、
日

頃
か
ら
積
極
的
に
外
出
し
、
地

域
の
活
動
に
参
加
し
た
り
、
地

域
の
人
と
交
流
し
た
り
す
る
こ

と
に
よ
り
、
生
き
が
い
や
や
り

が
い
を
見
つ
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
皆
さ
ん
、
充
実
し
た
こ

れ
か
ら
の
人
生
の
た
め
に
も
、

自
分
で
で
き
る
こ
と
か
ら
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

◎�口の健康を保ち、いつまでも
　おいしく食べましょう!!
　�　毎食後の歯磨きで歯周病や虫歯を予防
し、できるだけ自分の歯でおいしく食事
ができるように気をつけましょう。

◎バランス良く食べて元気ハツラツ!!
　�　年齢を重ねると、あまり空腹感を
感じなくなり、食が細くなるために
低栄養になる人が少なくありません。
　�　低栄養は老化を加速させるため、
偏食をなくしてバランスの良い食事
を心がけましょう。

◎毎日の生活に運動を取り入れましょう!!
　�　年齢とともに足腰の機能は衰えてきます。
それに加え、運動をしない生活を送ってい
ると、筋力が低下して膝や腰が痛くなるな
ど、普段の生活にも支障が出てきます。

　�　運動を習慣にすることで若々しい生活を
維持できます。運動不足を感じている人は、
まず歩くことから始めましょう。

◎お出かけ達人生活を!!
　�　週に最低２・３日は、外出する習慣を身に
つけましょう。

　�　地域のボランティアや介護予防教室、
　趣味の集まりなどもよい機会です。

　　自分で出来る介護予防を
生活の中に取り入れましょう!!　

いつまでも
自分らしく

生活するために! 

羽生市役所　☎561−1121㈹
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いきいきサロン

元気アップ教室

＜いきいきサロン＞
　かんたんストレッチ体操、脳トレーニング、歯の健康や認知症予防な
どの講話、調理実習等を市民プラザ、各公民館（中央を除く）で月2回実
施しています。いつからでも参加でき、１回だけの参加もＯＫです。会
場ごとの日程やプログラムなど詳細については、地域包括支援センター
（内線180）までご連絡ください。

＜元気アップ教室＞
　年齢を重ねていくに従い、筋肉が衰え骨
密度が低下します。ちょっとしたはずみで、
転倒したり骨折したりして、寝たきりの状
態になってしまう場合があります。
　この教室は、寝たきりの状態にならない
よう、筋力トレーニングと有酸素運動を組
み合わせた、手軽にできる運動を行います。
　なお、会場までの送迎もあります。

＜お口の健康教室＞
　お口を健康に保つことは、
体の健康を守るひとつの方
法です。いつまでも自分の
歯でおいしく食事ができる
よう、お口の機能低下予防
と栄養改善について学ぶ教
室です。

いきいきサロン

いきいきサロン

介護予防の必要性が高い方とは
　４月から５月にかけて実施した、「生活元気度チェック」アンケート（要
介護認定者を除く、65歳以上の高齢者が対象）の結果で、「運動機能」や「口
腔機能」、「栄養状態」の低下がみられる方です。
※ この教室の対象となった方には、個別に郵送でご案内をしています。

元気アップ教室 いきいきサロン

☆介護予防の必要性が高い方対象の教室

【教室に参加している　　
　　　　　　方々の一言】
72歳男性：体操や脳トレなどい
ろいろあって楽しい。
78歳女性：いきいきサロンで
みんなに会えるからうれしい。
69歳男性：男性が少ないので、
男性の仲間が増えてほしい。
71歳女性：教室に参加してから、
歩くのが苦にならなくなった。
75歳女性：予防教室でみんなと
会って、いい刺激をもらっている。
81歳女性：新しい友だちができ、
何かをしたいと思うようになった。

　介護予防教室で
健康寿命を延ばしましょう!!　

＜10歳若返り教室（10回コース）＞参加者募集中！
　５年後も元気にハツラツと生活するために、健康づくり
や筋力アップに取り組んでみませんか。
▷期　日　  ９月19日㈬から11月28日㈬までの毎週水曜日

（11月７日を除く）
▷時　間　午前９時30分～11時30分
▷場　所　 市体育館サブアリーナ、または市民プラザ207

研修室
▷内　容　・運動実習（体力測定・運動指導・ウオーキング）
　　　　　・ 講話（健康づくり・栄養の取り方・認知症等に

ついて）
▷定　員　25名（定員を超えた場合は抽選となります）
▷対　象　65歳以上で次の条件を満たす方
　　　　　　・介護認定を受けていない方
　　　　　　・医師から運動を禁止されていない方
▷費　用　1,000円（保険代含む）
▷用意する物　動きやすい服装・靴・タオル・飲み物
▷ 申し込み・問い合わせ　９月５日㈬までに電話または
　 直接、地域包括支援センター（内線180）へお申し込み
ください。

☆元気な高齢者向けの介護予防教室

＜栄養改善教室＞
　食事のバランスや低栄養予防などについて学ぶ教室です。
今年度は平成25年2・3月に、保健センターにおいて開催す
る予定です。詳しい内容については、広報はにゅう11月号
でお知らせします。

＜脳トレーニング教室＞
　簡単な計算、文字の読み書きなどを継続的に行うことで、
物忘れや認知症を予防するための教室です。今年度は平成
25年1月から3月にかけて開催する予定です。詳しい内容に
ついては、広報はにゅう11月号でお知らせします。

① 高齢者の総合相談窓口です!

② 高齢者の権利を守ります!

③ 自立した生活を支援します!

④ 高齢者が暮らしやすい
　 地域づくりに取り組みます!

®

高齢者介護の相談ごとは、私たち

地域包括支援センターへ！

■問い合わせ　地域包括支援センター（内線180）

地
域
包
括
支
援
　　　

　　　　　セ
ン
タ
ー
は
、

　　こ
ん
な
仕
事
を

　　　　　し
て
い
る
よ
!!

介護予防特集

羽生市役所　☎561‒1121㈹

　介
護予防

でいきいき元気
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行政書士川島幸雄・出井賢朋事務所
予約電話 048－580－7391（年中無休）
羽生市東6-9-1ケンコーセンター前ビッグエー並び（Ｐ有）

身近な相続・遺言・成年後見・法務相談室

相続·遺言·後見·離婚問題専門の
行政書士事務所です。
土・日・祝日も営業しています。
電話予約の上、御来社ください。

軽食のお店
サロンごんべえ

気軽に寄ってね

昼　11:30～
夕方　5 :30～
048‒561‒0779

または

羽生駅

建福寺

Ｐ

アライ保険
エージェンシー

正覚院

コンビニ

ヤオコー 市役所↓

NTT

アライ保険
エージェンシー

★
サロン
ごんべえ

サ
ロ
ン

冨田脳外科

やきとり始めました！ ぜひどうぞ！

アライまで090‒5820‒7390

無線LAN設置店

　

活
字
文
書
読
み
上
げ
装
置
は
、
高
齢

者
や
視
覚
障
が
い
者
に
向
け
て
開
発
さ

れ
た
音
声
コ
ー
ド
専
用
読
み
取
り
装
置

で
す
。
印
刷
物
に
添
付
さ
れ
て
い
る
音

声
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
こ
と
で
、
記
録

　

�

さ
れ
て
い
る
情
報
を
音
声
で
読
み
上

げ
ま
す
。
音
声
コ
ー
ド
は
、
切
手
サ

イ
ズ
（
1.8�

cm
四
方
）
の
２
次
元
コ
ー

ド
で
、
印
刷
物
の
半
円
の
穴
が
開
い

て
い
る
場
所
に
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
設
置
施
設

　

中
央
公
民
館
、
新
郷
公
民
館
、

　

岩
瀬
公
民
館
、
井
泉
公
民
館
、

　

手
子
林
公
民
館
、
三
田
ヶ
谷
公
民
館
、

　

図
書
館

▽
そ
の
他

　

�　

活
字
文
書
読
み
上
げ
装
置
は
、
重

度
視
覚
障
が
い
者
の
日
常
生
活
用
具

と
し
て
購
入
で
き
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
課
（
内
線
１
５
３
）

　

自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
、

住
民
票
の
写
し
の
請
求
や
引
っ
越
し
に

と
も
な
う
水
道
関
係
手
続
き
、
妊
娠
の

届
け
出
や
犬
の
登
録
な
ど
を
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

24
時
間
３
６
５
日
申
請
・
届
け
出
が
可
能

（
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
間
を
除
く
）
で
す

の
で
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
「
電

子
申
請
・
届
出
サ
ー
ビ
ス
」
の
ペ
ー
ジ

に
ア
ク
セ
ス
し
て
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.city.hanyu.lg.jp/

※�

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
左
側
の
【
電
子
市
役

所
】か
ら【
電
子
申
請
・
届
出
サ
ー

ビ
ス
】
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ

　

企
画
課
（
内
線
３
８
５
）

　

総
務
省
消
防
庁
よ
り
エ
ア
ー
テ
ン
ト

一
式
が
無
償
貸
与
さ
れ
、
災
害
対
応
能

力
が
向
上
し
ま
し
た
。
こ
の
テ
ン
ト
は
、

災
害
派
遣
部
隊
が
被
災
地
で
野
営
す
る

際
に
使
用
す
る
も
の
で
、
エ
ア
ー
ポ
ン

プ
を
利
用
し
て
約
４
分
で
設
営
が
可
能

で
す
。

　

ま
た
、
大
規
模
災
害
時
に
は
、
緊
急

的
な
応
急
救
護
所
等
と
し
て
使
用
す
る

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
現
場
で
活
用

し
て
い
き
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部

　
〈
☎（
５
６
５
）１
３
３
９
〉

　

市
で
は
、
現
在
、
産
業
文
化
ホ
ー
ル

の
老
朽
化
改
修
工
事
（
来
年
度
）
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
工

事
が
行
わ
れ
、
予
約
し
て
い
た
の
に
使

用
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、

次
の
と
お
り
利
用
申
請
書
の
受
付
開
始

時
期
を
変
更
し
ま
す
。

▽
対
象
利
用
日

　

�

平
成
25
年
９
月
１
日
以
降
の
利
用
分

※�

平
成
25
年
８
月
31
日
以
前
の
利
用
は
、

今
ま
で
ど
お
り
受
け
付
け
し
ま
す
。

▽
利
用
申
請
書
の
受
付
開
始
時
期

　

変
更
前　

　

利
用
日
の
１
年
前
の
月
の
初
日
か
ら

　

変
更
後　

　

利
用
日
の
6
カ
月
前
の
月
の
初
日
か
ら

〔例〕
平
成
25
年
９
月
１
日
分
の
申
込
受
付

　

変
更
前　

平
成
24
年
９
月
１
日
か
ら

　

変
更
後　

平
成
25
年
３
月
１
日
か
ら

◯�

工
事
期
間
中
は
、
施
設
の
利
用
は
で

き
ま
せ
ん
。

▽
問
い
合
わ
せ　

産
業
文
化
ホ
ー
ル

　
〈
☎
（
５
６
１
）
４
９
１
１
〉

「
活
字
文
書
読
み
上
げ
装
置
」

を
配
置
し
ま
し
た
！

災
害
対
応
「
エ
ア
ー
テ
ン
ト
」

導
入
！

産
業
文
化
ホ
ー
ル
利
用
申
請
の

受
付
開
始
時
期
が
変
わ
り
ま
す
！

電
子
申
請
・
届
出
サ
ー
ビ
ス

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

住民票

平成25年の成人式は
1月13日㈰に開催します
■�式典・記念行事
▷日　時　平成25年１月13日㈰　午前10時30分～正午
▷場　所　産業文化ホール（大）
▷その他　�対象者には、12月上旬に案内状を郵送しま

す。

■成人式実行委員の募集
　新成人の皆さんのフレッシュな感覚に期待していま
すので、ぜひご応募ください。
▷対　　象　�市内在住で、平成４年４月２日から平成

５年４月１日生まれの方
▷募集人数　３名
▷内　　容　成人式式典、記念行事の企画・運営など
▷申込方法　�９月７日㈮までに、生涯学習課へ電話ま

たは直接お申し込みください。
▷問い合わせ　生涯学習課（内線313）

～知っとこ！協働のまちづくり指針～　　　　　　　　　　

　協働のまちづくりを
進めるために　

　最近よく使われる「協働」という言葉。皆さんはこの言葉から何を連
想しますか？これから５回にわたり、その「協働」について「羽生市協
働のまちづくり指針（※）」をもとに考えてみたいと思います。

  協働って…なんだ？
　協働とは、「市民と行政が相互の理解と信頼のもと、目的を共有し、連
携・協力して地域の公共的な問題の解決を目指すこと」です。
　こう書くとなんだか難しそうで、何か新しいことをやらされるのかと
思われそうですが、そうではありません。
　誰にでも「一人で解決できなかった問題を、何人かで力を合わせるこ
とで解決できた」、「一人でもできるけど、一緒にやったらもっと大きい
効果があった」という経験があると思います。つまり、「みんなで助け合
ったり、力を合わせたりすることで課題を解決したり成果を大きくした
りする方法、そしてそのことでお互いが幸せになるやり方」が協働です。
　「それならもうやっているよ」という方もいると思いますが、そのとお
り、すでに市内でも多くの事例があります。
　それってどんなものなの？…それは、次回に！

※�「羽生市協働のまちづくり指針」は、自治基本条例が定めるまちづくりの基
本原則のひとつである「協働」について、その基本的な考え方やルールを示
したもので、羽生市コミュニティ協議会とともに作成しました。

▷問い合わせ　地域振興課（内線224）

第１回
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他に類を見ない特殊医学

小林式医学・療法師養成

＊受講申し込み受け付け中！定員枠残り僅かです。

NPO法人日本福祉健康指導者協議会認定校
中伝療術学院

《受講生募集！》９月開講
『開業資格』が取得できます

医学博士・小林英男
羽生市中岩瀬803ｰ1　☎560‒3502

http://kobayashi-ryu.life.coocan.jp/
癒

　

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
可
燃
ご
み
の
約

半
分
は
、
台
所
か
ら
出
る
生
ご
み
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

調
理
く
ず
・
残
飯
等
は
、
よ
く
水
切

り
を
し
て
、
燃
や
し
て
も
よ
い
ご
み
と

し
て
出
し
ま
す
が
、
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
等

に
よ
り
生
ご
み
を
堆
肥
化
し
、
再
利
用

す
る
こ
と
は
、
ご
み
の
減
量
に
と
て
も

有
効
で
す
。

　

な
お
、
生
ご
み
を
庭
先
等
に
そ
の
ま

ま
放
置
す
る
と
、
腐
敗
に
よ
り
悪
臭
や

虫
の
発
生
な
ど
不
衛
生
と
な
り
ま
す
の

で
、
適
正
な
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

環
境
課（
内
線
２
９
５
）

　

生
ご
み
は
多
く
の
水
分
を
含
ん
で
い

る
た
め
、
焼
却
の
際
、
そ
の
水
分
を
蒸

発
さ
せ
る
た
め
に
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
必
要
と
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
生
ご
み
処
理
機
器

を
利
用
し
、
生
ご
み
を
堆
肥
化
す
る
こ

と
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
削
減
す
る
と
と

も
に
ご
み
の
減
量
を
図
る
た
め
、
生
ご

み
処
理
機
器
購
入
者
に
対
し
、
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
処
理
機
器
（
業
務
用
を
除
く
）

　

生
ご
み
を
、
微
生
物
の
働
き
や
機
械

的
な
動
作
に
よ
っ
て
脱
水
、
発
酵
ま
た

は
分
解
す
る
こ
と
で
、
堆
肥
化
ま
た
は

減
容
化
す
る
た
め
に
製
造
さ
れ
た
も
の

▽
対
象
者
（
こ
れ
か
ら
購
入
す
る
方
）

　

市
内
在
住
の
利
用
者
本
人

▽
補
助
額

・
コ
ン
ポ
ス
タ
ー（
１
世
帯
２
基
ま
で
）

　

…
購
入
額
の
範
囲
内
で

　
　

限
度
額
２
千
円
／
基

・
生
ご
み
処
理
機（
１
世
帯
１
機
ま
で
）

　

… 

購
入
額
の
２
分
の
１
以
内
の
額
で

限
度
額
１
万
円
／
機

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

環
境
課
（
内
線
２
９
５
）

市長偶感市長偶感
▽
７
月
28
日
、
県
内
の
市
役
所
対
抗
野
球
大

会
の
本
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
県
内
を
４
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
予
選
を
行
い
、
各
ブ
ロ
ッ
ク

の
代
表
４
市
が
県
内
一
を
目
指
し
戦
い
ま
す
。

準
決
勝
で
は
春
日
部
市
役
所
を
相
手
に
６
対

４
で
競
り
勝
ち
、
決
勝
で
は
さ
い
た
ま
市
役

所
を
８
対
３
と
圧
倒
し
、
見
事
〝
初
優
勝
〞

と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
人
口
も
職
員
数

も
ケ
タ
違
い
の
都
市
を
相
手
に
、
本
当
に
素

晴
ら
し
い
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。〝
小
さ
な
市

役
所
で
も
、
大
き
な
仕
事
が
で
き
る
〞
と
い

う
こ
と
を
証
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
を
胸
に
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
県
内
一

い
や
日
本
一
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き

る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

▽
７
月
31
日
、
市
内
２
社
を
訪
問
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
㈱
住
友
倉
庫 

羽

生
ア
ー
カ
イ
ブ
第
２
セ
ン
タ

ー
（
川
崎
１
丁
目
）
を
視

察
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
免

震
構
造
・
自
家
発
電
設
備
な

ど
を
導
入
し
、
国
内
最
高
水

準
の
耐
災
害
性
を
備
え
、
ま

た
最
新
鋭
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

シ
ス
テ
ム
・
温
湿
度
管
理
な

ど
に
よ
り
、
お
預
か
り
す
る
情
報
の
管
理
・

保
護
に
万
全
を
期
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

担
当
の
方
か
ら
「
羽
生
市
に
は
活
断
層
が
な

い
な
ど
、
と
て
も
安
全
な
地
域
で
あ
る
こ
と

か
ら
立
地
し
た
」
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
や
災
害
に
対
し
て
も
最
大

限
の
取
り
組
み
を
し
て
い
る
企
業
か
ら
こ
の

よ
う
な
こ
と
を
お
聞
き
し
、
羽
生
市
の
災
害

に
対
す
る
安
全
性
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

２
社
目
は
、
新
社
屋
が
完
成
し
た
阿
部
被

服
㈱
（
下
手
子
林
）
を
視
察
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
阿
部
社
長
よ
り
、
地
元
か
ら
の

雇
用
を
進
め
て
い
る
こ
と
や
、
生
き
残
り
を

か
け
て
大
企
業
と
差
別
化
を
図
り
取
り
組
ん

で
い
る
な
ど
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
就
職

難
の
こ
の
時
代
、
市
内
か
ら
の
雇
用
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
、

仕
入
れ
に
も
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
と
の
こ

と
。
行
政
も
コ
ス
ト
を
意
識
し
、
仕
事
を
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
生
産
体

制
も
さ
ら
に
充
実
し
た
こ
と
か
ら
、
更
な
る

飛
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

▽
お
盆
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
暑
い

日
が
続
い
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
熱
中
症
に

は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

市役所が使用する封筒の
有料広告募集

ますこ幼稚園運動会のお知らせ
みにきてね!! 幼児競

走も

　　あ
りま～

す

○日時……９月15日（土）　午前８:40～
　　※雨天……９月22日（土）
○場所……羽生市中央公園　南広場

羽生市東2－4－41
増 子 幼 稚 園
TEL　048－561－0806

生
ご
み
は
適
正
に

処
理
し
ま
し
ょ
う

生
ご
み
処
理
機
器
の
購
入
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　市では、新たな財源確保のため、市の資産を広告媒体として活用
する取り組みを行っています。
　そこで、市が業務で使用する封筒への有料広告を募集します。
企業等のＰＲに、ぜひご活用ください。

▷封筒の種類・広告掲載箇所
　　長形３号封筒（23.5cm×12.0cm）の裏面に３枠
▷広告の大きさ・料金
　　１枠（縦5.5cm×横10cm）につき30,000円
▷封筒の用途
　　主に一般文書の送付等に使用します。
　　（一部業務を除きます）
▷広告主の範囲
　　市内の事業所・団体
▷封筒の印刷予定枚数　
　　60,000枚（市役所の約１年間の使用枚数）
▷封筒の使用期間
　　12月頃から在庫がなくなるまで
▷申込期限
　　９月13日㈭＜申込多数の場合は抽選＞
▷申込方法
　　 財政課に用意してある募集要領を参照のうえ、所定の申込書
により財政課までお申し込みください。

▷問い合わせ　財政課（内線373）

■■■屋

㈱▲▲

●●会社

　　住宅リフォーム
補助制度のご案内　　

▷対象となる住宅
　・自ら住んでいる持ち家（アパート等は対象外）
　・ 住宅の修繕・改築等を「市内施工業者」が行う工事で、20万円（消費税
別）以上のもの

▷対象となる方
　・申込日現在、羽生市に住民登録を行っている方
　・市税および市の各種資金の貸し付け返済について滞納がない方
　・ 対象となる住宅について、当制度または市の同様の制度による助成を受け
ていない方（ただし、東日本大震災の被害による補修工事については、通
常の住宅リフォーム補助のほか、別に１回ご利用になれます。）

▷助成金額
　・ 改修工事費（消費税別）の５％相当額（千円未満切捨て）で、限度額10万円
▷申請に必要な書類
　① 住民票 ⇒ 【市民生活課で交付】
　② 市税の「滞納なしの証明書」（専用様式）⇒ 【税務課で交付】
　③ 家屋課税証明書 ⇒ 【税務課で交付】
　④ 改修工事見積書の写し
　⑤ 改修工事の図面
　⑥ 改修工事前の現場写真
▷その他
　・申請は必ず工事着工前に行ってください。
　・申請は商工課（市民プラザ１階）にお願いします。
　・ 建築確認を必要とする工事については、工事完了後に検査済証の写しを提
出していただきます。

　・ 「市内施工業者」とは、市内に事業所を有する住宅改修等の工事を行う業
者です。

▷問い合わせ　商工課〈☎（560）3111〉

⬆
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10/4開講 11/25修了 受講料￥70,000

有）アイケイメディカル内
　 埼玉介護アカデミー ０４８－５６０－１６０８

埼玉県知事指定

一般課程 9/2・9・16（3日間） 応用課程 9/23・30（2日間）

障がい者支援の新しい資格

同行援護従業者養成研修講座

 　 東中福第1547号（H24.2.2指定）

　　　　　　　障支第1286号（H24.3.9指定）

★市内から悲惨な交通事故を無くしましょう★
　安全確認の励行！　　～自宅付近は要注意～
　今年、歩行中または自転車乗車中に交通事故で亡くなった高齢者の
うち、約６割の方が自宅から500メートル以内で事故に遭っています。
通り慣れた道路でも油断せず、安全確認をしっかり行いましょう。
　脇見運転は厳禁！　～発見の遅れが重大事故に直結～
　人身事故の大半は「前をよく見ていなかった」という脇見運転が原
因です。運転中は脇見や考え事をせず、常に運転に集中しましょう。
　交通安全教室を開催　　
　羽生警察署では、市内の小・中学校、高齢者の集いや企業等におい
て、出前の交通安全教室を開催しています。受講希望のグループ、団
体の方は、ぜひお申し込みください。

★犯罪に遭わないよう注意しましょう★
　振り込め詐欺に要注意！　
　最近は、「携帯電話が変わった。風邪をひいて声の調子が悪い。」
などと言って信じ込ませ、その後、「実は借金がある。」などと金銭
を要求してきます。手口は多様ですので、あらかじめ家族間で合言葉、
暗号を決めておくなどして被害予防に努めましょう。
　自動車窃盗が連続発生！　
　市内では、今年５月以降、10台の自動車が盗まれています。被害は
貨物自動車が目立っています。保管に当たっては、夜間の照明を確保
し、塀等で囲われた鍵のかかる場所を選定しましょう。
　万引きに対する警戒強化中！
　大型商業店舗等における万引きが増加しています。万引きは窃盗罪
（刑法第235条）に当たります。羽生署では、店舗に立ち寄り、万引
き犯に目を光らせています。

■相談受付窓口のご利用を！
　子供の非行、いじめなどの問題で悩んでいる、困っている方は、ぜ
ひご相談ください。

▷問い合わせ　羽生警察署〈☎（562）0110〉

羽 生 警 察 署 ト ピ ッ ク ス成人歯科健診を実施しています！
　ぜひこの機会に、成人歯科健診を受けましょう。
▷対 象 者　�満40歳から満60歳の方（S27.４.１～S48.３.31生）および満70歳

（S17.４.１～S18.３.31生）の方
▷実施期間　９月29日㈯まで
▷料　　金　900円（満70歳、生活保護世帯、市民税非課税世帯の方は無料）
▷申込方法　�受診票または個別通知（ハガキ）を持参の上、次の指定医療機

関にお申し込みください。
　※�積極的勧奨対象者（今年度中に満40歳・50歳・60歳・70歳になられる
方）には、個別通知（ハガキ）を郵送しています。対象者で、個別通知
をお持ちでない方は、健康医療課までご連絡ください。

▷指定医療機関

医療機関名 所在 電話番号 医療機関名 所在 電話番号

横田歯科医院 中央１ 563-1132 ヒガシヤ増田歯科医院 東８ 561-4786

武井歯科医院 中央２ 560-1781 鎗田歯科医院 上新郷 561-0538

増田歯科医院 中央３ 561-0020 萩原歯科医院 下岩瀬 563-1026

羽生中央歯科医院 中央３ 561-8950 斉藤歯科医院 桑崎 561-5580

角田歯科医院 中央５ 561-0654 すみれ歯科医院 藤井上組 562-5522

吉澤歯科医院 南３ 563-3900 野本歯科医院 藤井上組 565-3700

えもり歯科クリニック 南５ 560-5771 よしの歯科医院 北袋 563-3770

半田歯科クリニック 南５ 562-0910 松村歯科医院 上手子林 565-4130

新井歯科クリニック 南８ 563-3200 つのだ歯科医院 南羽生3 563-1010

古市歯科医院 北１ 561-0024 関根歯科医院 三田ヶ谷 565-3176

しのはら歯科医院 北１ 560-1766

▷問い合わせ　健康医療課（内線176）

市民レポーター市民レポーター市民レポーター

　

そ
の
昔
、
い
つ
の
時
代
か
ら
か
定
か

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
下
手
子
林
地
区

に
は
、
「
お
獅
子
様
」
と
し
て
毎
年
春

の
４
月
10
日
、
夏
の
７
月
10
日
の
縁
日

に
、
無
病
息
災
・
五
穀
豊
穣
を
願
い
、

獅
子
頭
を
被
り
、
太
鼓
を
叩
い
て
村
内

を
一
軒
一
軒
隈く
ま

な
く
ね
り
歩
く
風
習
が

あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
獅
子
頭
が
壊
れ
て
し
ま
い
、

箱
に
詰
め
ら
れ
施
錠
さ
れ
て
い
る
の
で
、

そ
の
姿
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
今
は
、
そ
の
獅
子
頭
の
入
っ

て
い
る
箱
を
持
ち
、
昔
の
よ
う
に
太
鼓

を
叩
い
て
巡
回
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

現
在
で
は
個
別
巡
回
で
は
な
く
、
社
人

の
人
た
ち
が
地
区
の
境
界
を
一
周
し
て
、

次
の
地
区
に
渡
す
と
い
う
や
り
方
に
変

っ
て
い
ま
す
が
、
伝
統
あ
る
風
習
は
、

今
な
お
大
切
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
レ
ポ
ー
タ
ー

岡
戸　

儀
房
さ
ん
（
下
手
子
林
）

　

毘
沙
門
様
は
、
古ふ
る
え江
神
社
・
宮
田
神

社
・
浅せ
ん
げ
ん間

神
社
の
三
社
と
、
毘
沙
門
堂

が
神
仏
混
合
し
て
奉ま
つ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
の
浅
間
神
社
（
浅
間
様
）
で

は
、
毎
年
６
月
30
日
か
ら
７
月
１
日
に

か
け
て
、
そ
れ
以
前
の
一
年
間
に
生
ま

れ
た
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願

い
、
石
段
を
昇
っ
て
参
拝
し
、
額
に
青

色
の
「
初
山
」
の
印
を
押
し
て
も
ら
う

「
初
山
祭
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
一
緒
に

お
参
り
し
た
人
々
に
は
自
然
と
笑
み
が

こ
ぼ
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
を
醸か
も

し
出

し
て
い
ま
す
。
帰
り
に
は
、
境け
い
だ
い内
の
売

店
で
団う
ち
わ扇

を
購
入
し
、
裏
側
に
子
ど
も

の
名
前
を
書
い
て
、
親
せ
き
や
親
し
い

方
々
な
ど
へ
の
お
礼
を
込
め
て
お
配
り

し
、
成
長
し
た
姿
を
見
て
い
た
だ
く
伝

統
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
初
山
祭
の
と
き
に
は
、
よ
く

雨
が
降
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
浅

間
様
は
雪せ
っ
た駄
（
草
履
の
底
に
皮
革
を
は

り
つ
け
た
も
の
）
の
音
を
嫌
が
る
の

で
、
雨
の
日
が
多
い
と
言
い
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

市
民
レ
ポ
ー
タ
ー

鈴
木　
喜
恵
子
さ
ん
（
西
３
丁
目
）

獅し 

子し 
の 
巡 
回

毘び
し
ゃ
も
ん

沙
門
様
の
初
山
祭
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羽生市役所　☎561‒1121㈹

　

住宅版エコポイント取り扱い致します。

大家さん、困りごとトラブルはございませんか。
空室でお困りの大家さん、ご相談下さい。
満室事例多数あり
土地・建物の売買も当店へ（秘密厳守）
アパート・戸建のリフォーム全般やっています。
（有）スズヨシ　048－594－7281
羽生市西１ー１ー１　羽生駅前西口ロータリー横

「不動産・　　のご相談は当店へ」売買
賃貸

フ
ジ
テ
レ
ビ
「
と
く
ダ
ネ
！
」
で

当
社
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ジ
テ
レ
ビ『
エ
チ
カ
の
鏡
』

で
放
送
さ
れ
ま
し
た

「日曜歯科相談会」ご案内
「歯が抜けたままになっている」「入れ歯が合わない」など、
歯に対して少しでも疑問や不安感をお持ちの方、お気軽に
ご利用ください。当日の治療は行えませんが、ゆっくりお話
を伺うことができます。
　
　　開催日時：毎月第４日曜日　（次回　9月２3日）
　　　　
参加は無料です。下記のフリーダイヤルまでご連絡ください。

（よい歯）
※キンカ堂跡地そば

TEL:0120-255-418

　

市
で
は
、
再
三
の
催
告
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
納
付
に
応
じ
て
い
た
だ
け
な
い

場
合
は
、
財
産
の
差
し
押
さ
え
を
執
行

し
て
い
ま
す
。

　

法
の
規
定
に
よ
る
調
査
権
に
基
づ
き
、

不
動
産
・
自
動
車
・
預
貯
金
・
生
命
保

険
・
給
与
な
ど
の
財
産
を
調
査
し
、
財

産
を
差
し
押
さ
え
て
換
価
を
行
い
、
滞

納
税
へ
充
当
し
滞
納
額
の
圧
縮
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
は
、
１
６
２
件
の
差
し

押
さ
え
を
執
行
し
ま
し
た
。（
表
１
参
照
）

■ 

差
し
押
さ
え
財
産
の
調
査
・
滞
納
処

分
の
方
法

　

地
方
税
法
お
よ
び
国
税
徴
収
法
の
定

め
に
よ
り
、勤
務
先
へ
給
与
・
賞
与
の
支

払
状
況
、
金
融
機
関
へ
預
貯
金
の
取
引

状
況
、
生
命
保
険
会
社
へ
契
約
内
容
、

税
務
署
へ
所
得
税
還
付
金
の
状
況
な
ど

に
つ
い
て
調
査
し
、
債
権
の
差
し
押
さ

え
を
執
行
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
職
員
（
徴
税
吏
員
）
が
直

接
住
宅
や
事
務
所
を
捜
索
し
、
発
見
し

た
動
産（
テ
レ
ビ
、貴
金
属
、バ
ッ
グ
等
）

な
ど
、
公
売
に
よ
り
換
価
が
見
込
ま
れ

る
財
産
の
差
し
押
さ
え
を
執
行
し
ま
す
。

■ 

納
期
限
か
ら
１
カ
月
以
上
が
経
過
し

て
い
る
未
納
税
は
、
滞
納
処
分
対
象

　

納
期
限
を
経
過
し
て
も
納
税
義
務
者

か
ら
税
の
納
付
が
な
い
場
合
、
納
期
か

ら
約
１
カ
月
以
内
に
督
促
状
を
発
送
し
、

督
促
状
を
発
送
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
、

10
日
以
内
に
納
付
が
な
い
場
合
は
、
納

税
義
務
者
が
所
有
す
る
財
産
を
差
し
押

さ
え
で
き
る
と
さ
れ
て
お
り
、
未
納
税

は
滞
納
処
分
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
「
こ
れ
く
ら
い
の
滞
納
は
大
丈
夫
」

な
ど
と
自
分
で
判
断
せ
ず
、
早
め
に
市

税
等
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
に
な
れ
ば
、
納

め
に
行
く
手
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ
も

な
く
な
り
ま
す
。

　

手
続
き
は
、
市
の
指
定
す
る
金
融
機
関

の
窓
口
に
預
貯
金
通
帳
お
よ
び
登
録
印
鑑

を
ご
持
参
の
う
え
、備
え
付
け
の
市
税
口

座
振
替
依
頼
書
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

市
税
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
税
は
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ス
ト
ア
（
以
下
「
コ

ン
ビ
ニ
」）
で
も
納
付
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
コ
ン

ビ
ニ
で
取
り
扱
い
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
納
付
書
１
枚
（
期
別
）
の
税
額
が

　

30
万
円
を
超
え
る
も
の

②
納
期
限
が
過
ぎ
て
い
る
も
の

③ 

当
初
よ
り
納
付
書
に
バ
ー
コ
ー
ド
が

つ
い
て
い
な
い
も
の

④
バ
ー
コ
ー
ド
に
傷
や
汚
れ
が
あ
る
も
の

　

市
税
等
を
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
て

い
た
だ
け
な
い
場
合
は
、
本
来
納
め
る

べ
き
税
額
の
ほ
か
に
法
律
の
定
め
に
よ

り
、
延
滞
金
（
年
14
・
6
％
）
を
納
め

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※ 
た
だ
し
、
納
期
限
の
翌
日
か
ら
１
カ

月
は
「
年
7
・
3
％
」（
当
分
の
間

は
４
・
３
％
）

　

失
業
や
病
気
な
ど
の
や
む
を
得
な
い

理
由
か
ら
、
納
期
限
ま
で
に
納
付
で
き

な
い
方
は
、
収
入
明
細
書
な
ど
、
そ
の

内
容
が
分
か
る
資
料
を
ご
持
参
の
う
え
、

早
め
に
収
納
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

収
納
課（
内
線
１
４
１
）

　

今
回
は
、
現
在
、
市
が
策
定
作
業
を

進
め
て
い
る
「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
ご
報
告

し
ま
す
。

　

計
画
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
反
映

す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
や
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
、
策
定
委
員

会
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ま
ち
づ
く
り
懇

談
会
で
は
、
市
全
体
お
よ
び
各
地
域
の

特
徴
や
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
特
徴
や
課
題
を
踏
ま
え
、

策
定
委
員
会
で
は
、
市
全
体
お
よ
び
各

地
域
の
20
年
後
の
あ
る
べ
き
姿
（
将
来

構
想
）
に
つ
い
て
議
論
い
た
だ
き
、
現

在
は
素
案
と
し
て
ま
と
め
る
作
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
素
案
を
策
定
委
員
会
で
審

議
い
た
だ
き
、
案
と
し
て
ま
と
ま
っ
た

も
の
を
10
月
以
降
に
市
民
の
皆
さ
ん
へ

お
示
し
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
な

お
、
策
定
作
業
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、

市
（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
）
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

今
回
は
、東
北
自
動
車
道
（
下
り
線
）

羽
生
Ｉ
Ｃ
付
近
に
あ
る 

〝
パ
サ
ー
ル
羽

生
〞
を
紹
介
し
ま
す
。

　

パ
サ
ー
ル
羽
生
は
、
平
成
21
年
11
月

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
敷
地
面
積
は

約
2.5 

ha
で
、
建
物
に
つ
い
て
は
、
ス
タ

イ
リ
ッ
シ
ュ
か
つ
和
風
モ
ダ
ン
な
外
観

で
、
平
屋
建
て
の
施
設
で
す
。

　

年
間
利
用
者
数
は
約
９
６
０
万
人
。

売
店
で
は
、
市
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ

や
藍
染
め
な
ど
、
羽
生
に
ち
な
ん
だ
商

品
も
販
売
し
て
い
ま
す
。
内
装
や
設
備

は
、
環
境
に
も
配
慮
し
た
省
エ
ネ
設
備

と
な
っ
て
お
り
、
快
適
に
利
用
者
を
迎

え
入
れ
て
く
れ
ま
す
。

　

名
前
の
由
来
は
「
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ

ア
」
の
「
PA
」、「
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
」

の
「
SA
」、「
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
の

「
Ｒ
」
を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
だ
そ
う

で
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
パ
サ
ー
ル
羽
生
を

訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

皆
さ
ん
の
身
近
で
、
市
内
の
景
観
や

歴
史
的
に
魅
力
あ
る
ス
ポ
ッ
ト
等
の
情

報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
感
じ
る
こ
と
や
疑
問

に
思
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ど
し
ど
し

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
ご
意
見
や
い

い
と
こ
ミ
ー
ッ
ケ
へ
の
情
報
提
供
は

ま
ち
づ
く
り
政
策
課（
内
線
２
７
３
）へ

〈
℻  
（
５
６
１
）
６
３
８
０
〉

Ｅ
メ
ー
ルm

achi@
city.hanyu.lg.jp

滞
納
へ
の
対
応
策

延
滞
金
の
納
付
に
つ
い
て

納
税
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

納
税
に
は
便
利
な
口
座
振
替
を

コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
付
が
で
き
ま
す

種　　　　　　　類
件　　数

22年度 23年度

不動産 土  地 ・ 建  物
（参加差押含む） 7 14

債　権

預　　貯　　金 66 63

生  命  保  険 4 16

所 得 税 還 付 金 51 63

給　　　　　与 12 6

動　　　　　　　　産 1 0

合　　　　　　　　計 141 162

　　【差 押 執 行 件 数】　　　（表１）

第33回
都市づくり
フォーラム
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都
市
づ
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ピ
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ク
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○
羽
生
の
い
い
と
こ
ミ
ー
ッ
ケ
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○
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

こ
の
都
市
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
コ
ー
ナ
ー
は
、

都
市
づ
く
り
に
お
け
る
情
報
発
信
や
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
の
意
見
交
換
を
行
う
た
め
の
場
で
す
。

ＰＡＳＡＲ羽生（パサール羽生）

税
金
は
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
！

【督促状の発送から
　　滞納処分まで】

納期限日に未納
⇩

督促状発送
⇩

督促状発送から
10日経っても未納

⇩
滞納処分の対象

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
貴
重
な
市
税
等
（
市
県
民
税
、
法
人

市
民
税
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
税
）
は
、

市
民
の
生
活
を
支
え
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
確
保
す
る
と
い
う
大
切
な
役
割
を
担

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
市
税
等
は
、
所
得
や
資
産
の
状
況
に
応
じ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
公
平
に
ご

負
担
い
た
だ
く
も
の
で
、
市
で
は
公
平
な
収
納
に
向
け
て
、
積
極
的
な
徴
収
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
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